福井県郷土工芸品指定要綱

　（目的）

第1条 この要綱は、福井県の風土と県民のくらしの中で育まれてきた工芸品を福井県郷土工芸

　品（以下「郷土工芸品」という。）として指定し、その工芸品を製造する事業者等の製造意欲の

　高揚を図るとともに、生活に豊さと潤いをもたらす郷土工芸品に対する認識を広めること等に

　より郷土工芸品の振興を図ることを目的とする。

　（指定要件）

第２条　郷土工芸品とは、次の（１）から（３）までのすべての要件に該当し、かつ、（４）または（５）のいずれかの要件に該当するものとする。ただし、伝統的工芸品産業の振興に関する法律（昭和４９年法律第５７号）第２条第１項による指定を受けている工芸品で、福井県内に主たる産地を有するものを除く。

（1） 　主として日常生活の用に供されるものであること

（2） 　製造工程の主要部分が手工業的であること

（3） 　一定の期間、県内において当該工芸品が製造されていること

（4） 　伝統的な技術または技法に基づき、かつ、伝統的に使用されてきた原材料が主たる原
材料として用いられ製造されるものであること

（5） 　郷土の風土、くらしを題材とし、郷土の資源を素材とするもので、独自の技術・技法

により製造され、特色ある地域づくりに貢献するものであること

　（指定の申請）

第３条　工芸品を製造する者またはその者を構成員とする団体（以下「製造者等」という。）は、

　当該工芸品が郷土工芸品に指定されるよう福井県郷土工芸品指定申請書（様式第１号）により

　所在地の市町長を経由して知事に申請することができる。

　（指定）

第４条　知事は、前条の申請があったときは、当該工芸品を郷土工芸品として指定することがで

　きる。

２　前項の指定は次の各号に掲げる事項を定めて行うものとする。

（1） 郷土工芸品の名称

（2） 郷土工芸品の製造にかかる技術または技法の内容

（3） 郷土工芸品の製造に使用される原材料名

（4） 郷土工芸品の製造市町名

　（指定の通知）

第５条　知事は、前条に基づく指定を行ったときは、申請に係る製造者等に郷土工芸品指定通知

　書（様式第２号）を交付するとともに、その旨を関係市町長に通知するものとする。

２　知事は、指定を行わない旨を決定したときは、理由を付して申請に係る製造者等および関係
市町長に通知するものとする。

　（指定の表示）

第６条　指定郷土工芸品を製造する製造者等（以下「指定製造者等」という。）は、当該工芸品が

　郷土工芸品として指定されているものであることの表示をすることができる。

　（指定の変更または解除）

第７条　指定製造者等は、郷土工芸品について第４条第２項各号に掲げる事項に変更があったと

　きは、福井県郷土工芸品の変更申出書（様式第３号）を市町長を経由して速やかに知事に提出しなければならない。

２　郷土工芸品の製造者等への追加を希望する者は製造者等追加申出書（様式第４号）により市

町長を経由して知事に申し出ることができる。
３　知事は前２項の申請があった場合には、当該工芸品の指定の変更および製造者の追加をすることができる。

４　知事は、郷土工芸品が第２条各号に掲げる要件のいずれかを欠いたと認められる場合には、

　その指定を解除するものとする。
５　知事は前２項の規定により指定の変更、製造者等の追加、指定の解除を行ったときは、当該工芸品の製造者および関係市町長に通知するものとする。

　（公表）

第８条　知事は、第４条の指定または第７条第４号の指定解除を行ったときは、その旨を速やか
に公表するものとする。

　（報告の徴収）

第９条　知事は特に必要があるときは、指定製造者等に指定後の状況等について、報告を求める

　ことができる。

　（関係団体の協力）

第１０条　知事は、指定事業の円滑な推進を図るため、関係市町等に対して協力を求めるものとする。

　（補則）

第１１条　この要綱に定めるもののほか、郷土工芸品の指定に関し必要な事項は別に定める。

　（附則）

この要綱は、平成６年３月１４日から施行する。
　（附則）

この要綱は、平成９年３月２６日から施行する。

（附則）
この要綱は、平成２７年８月１４日から施行する。
（附則）

この要綱は、令和３年１月１５日から施行する。
